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Fig-1 主型枠図

photo-2 鋼製スライド型枠設置

主型枠 (重量5.5t),底型枠及び側型枠から成る｡主型

枠はセルフクライマでスライドさせた (Fig.-1参照)0

型枠はく離材 として,鋼製型枠には,シリコンを塗布

した防炎シートを使用した｡

なお,木製型枠では,直接,合板に塗布した｡

(3)マスチック運搬及び打設

プラントで混合された材料は,クッカー串で約210℃
に温度調整し,堤頂からカート串で鮮幅亨を運搬L,響

Fig-2堤項と斜面の機械配置
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枠に流 し込む｡打設開始時から型枠上に散水L,強制

冷却を行いマスチック温度が約60oC以下に逢したとき
型枠を移動した｡堤頂と斜面の流し込み作業の機械配

置はFig.･2のとおりである.

4 施工実績

鋼製型枠使用のマスチック流し込み実績は,マスチッ

ク流し込み (lh)-散水冷却 (2h)-型枠脱聖移動セッ

ト (2h-3h)で,1lj2リフト打設したO施工期間 (9

月～11月)の作業稼動率は67%とほを館書画に近いもので

あった｡

Photo-3 作業全景

5 まとめ

55年度方虹 二後の漏水量は,従前の約45%減少した｡ま

た56年度施｣二後摘 搾度以上の減少を期待できそうであ

る｡これらにより,本工法は,表面遮水壁ダムの補修方

法 とLて今後注目されると考えられるoなお急余滴げ切

作業のため,安全には細心の注意をはらって施工した｡

際抄 銀

niBR▽王蕊

(線路下横断構造物築造工法)

酉 保*

都市および交通機関等の発達に伴い既設線路と遠路,

電九 ガス施設等との立体化が増加している｡当社には,

以前から線路下 トンネル築造工法 としてア-マ-工法,

NNCB工法等の技術があったが,今回新らたに URT

ネ技術研究部土木技術課
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(UnderRailwayTtlnnel)1法が加わったo

URT二法は国鉄とIHIが線路下横断構造物を対象

として開発したトンネル工法であるが､昭和56年7月同

工法の発展 ･普及等を目的としてURT協会が発足した｡

当社もこれに加入LURT工法の実施権を得たものであ

る｡

踏切立体化工事地の線路下横断 トンネル工事に有力な

工法 と思われるので､以下にURT工法の概要を紹介す

る｡

1.URT工法とは

マ-マ-工法,NNCB工法などがパイプを圧入する

のに対し,URT工法は箱形の鋼製エレメントを圧入し,

これを仮設でなくトンネル覆工本体として利11け るIL

法である (Fig.-1参照)a
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(a) トンネル形式

(b)下銘柄形デこ
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Fig-1URT工法

構造的にみるとトンか レ形式 (Fig.-1a)と下路桁形

求 (Fig.-1b)がある.

トンネル形式はURTエレメントをアーチ状又はリン

グ状にトンネル外周沿いに圧入し,エレメントのアーチ

作用によって荷重を支えるものである｡

下路手綱ヲ式は線路直角方向 (トンネル方向)㍍URT

エレメルトを軌道下に圧入し,その両頚離PEF;を受梁で支持

し,URTエレメントをトンネル方向の桁 として荷重を

支えるもので,この考え方はNNCB工法と同じであるo

この方法によると桁スパンが15m程度に制約されるが

遠路 トンネル等では内釜断面が有効に利用できる長所が

ある｡

2.施工法

専用のrt大概によりURTエレメントをトンネル外周

治に順次圧入する｡エレメントは継手により隣接エレメ

ントと連結され,覆工体を形成する｡ トンわ レの覆工体

完成後,内空部を掘削し,路面工,仕上工他を施してト

ンネルの完成である｡
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Fig-2 URTエレメント専用圧入機

圧入機はFig.-2に示すもので,カッタと排土スクリュ

ウにより掘削排土を行いながら後方のジャッキで推力を

与えてエレメントを圧入する｡圧入するエレメントの長

さは立坑の大きさ等によって決るが,5-10m位が普通

であるO トンネル延長が長い場合はこれを享飼養で継ぎ足

して圧入する｡ただし下路桁形式の場合は1本物を原則

とする｡

下路杉謂ヲ式の場合,受梁等があって,上記の方法より

複雑になる｡Figr3に下路桁形式の施工例を示したので

これを参考にして頂きたい0
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Fig-3 下路桁形式の施工例

3.URT工法の特長

U氏T工法の特長は

(∋ 圧入したURTエレメントをそのまま後工体として

使用するため荷重仮受用の仮設が不安でコ二期,工薯の
節減がはかれる｡

(参 土被りが小さくできる｡

③ 糸鮎各に与える影響が少ない｡

④ トンか レ断面の外周に沿って,予じめ貌工体を築造

してからトンネル内空部を掘削するため安全な施工が

できる｡

⑤ ェレメント圧入は掘削する断面が小さいため切羽崩

壊の危険が少ない｡

などである｡

また,URT工法の特徴をより明確にするため類似工
法との比較をTable-1に示した｡この表は,断面が2車

線道路トンネル程度以上を対象として現在までの実績を

基にLで作成したものであるQ

札 URT工法の下路朝潮ヲ式についてはNNCB工法

(国鉄 酉松の特許)他と特許的に錯綜するところがある
ので実施にあたっては本社技祁珊r･究部土メ童女術課まで御

相談下さい｡
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